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【概 要】 

フレッシュコンクリートの試料採取方法は、JIS A 1115 で規定されている。現在、ほとんどの生コン

工場では、最初に排出されるコンクリートを 50～100L 廃棄した後、試験に必要な試料を採取してい

る。また、2014 年の JIS Q 1011 改正では、試料採取の際には、対象のバッチの練混ぜ量を採取する

量の分だけ増やすか、試験に使用しなかったフレッシュコンクリートをトラックアジテータに戻すなど

の方法を確立することが求められている。そのため、練混ぜ時点で試料採取分の容積を約 100L 増やし

て製造している工場が多い。 

 

そこで、試料採取時に最初に排出される試料の量を減らした場合、フレッシュコンクリートの試験結果

に与える影響について様々な実験を行った。その結果、最初に除かれる量を 20L に減らしても、試験結

果に与える影響は非常に小さいことが確認された。 

 

また、生コン工場における廃棄試料の削減基準を示し、試料削減の標準化に関連する基礎資料の整備方

法も提案することが可能だ。  
               
 

【内 容】 

生コン工場で実施する工程検査および製品試験や，現場で実施する受け入れ試験において，最初に取り

除く量および試験後の残量を合わせると約 100L 程度の産業廃棄物が発生している。全国の生コン工場

が 2 回以上/日，工程検査を実施していることから，工程検査だけでもその廃棄量は 550m3/日以上に

なる。実際に試験するために必要な試料の量は 30L 程度で，最初に取り除く試料の量を 20L にするこ

とで，試験実施時に発生する廃棄物および割り増し量を半減させることが可能である。 

 現在、フレッシュコンクリートの試料採取方法は、JIS A 1115 に規定されていることから、生コン

工場が最初に取り除く試料の量を減量させるためには、比較試験等により試験結果に与える影響が小さ

いことを確認する必要がある。 

 

実験結果より，判定基準の目

安を表－1 に示す。 

  

最初に取り除く試料の量を

20L に減量する場合は，試料

採取範囲を 20～50L および

50～80L で比較試験を実施し，表－1 に示す判定基準を満足することを確認する。なお，スランプおよ

びスランプフロー試験については，0.1cm単位で読み取る。また，比較試験に用いるコンクリートの配

合は任意とし，各種コンクリートにつき 3配合以上で確認する。 
比較試験の結果、判定基準内であることを確認できれば、登録認証機関に事前変更届を提出し試料採取
方法を変更することにより，産業廃棄物の減少に加え，試験業務省力化にも繋げることができる。 
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